
解
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解

題

nド
コ
し
u―111n 

奥
書

は
じ
め
に

川
氏
蔵
書
印
」
「
雪
喬
図
書
」
。

朱
印
。
「
乾
」
見
返
表
、
「
宝
本
「
」
「
賓
玲
文
庫
」
「
残
花
書
屋
」
「
鴻
山
文
庫
」
「
関
西
大
学
図
書
館
蔵
書
」
。
裏
表
紙
見
返
表
「
戸

「
坤
」
見
返
裏
、
「
鴻
山
文
庫
」
「
残
花
書
屋
」
「
賓
玲
文
庫
」
「
雪
喬
図
書
」
。
裏
表
紙
見
返
「
戸
川
氏
蔵
書
印
」
。

本
書
は
奥
書
に
よ
れ
ば
、
能
楽
の
金
春
大
夫
家
所
蔵
の
能
面
九
十
面
を
淀
藩
の
渡
辺
某
が
写
し
、
そ
れ
を
再
転
写
し
て
二
部
に
編
集

化
T
未
年
清
秋
再
写

料

紙

薄

様

紙

。

内

題

な

し

。

外

題

左

肩

題

餃

「

能

面

圏

表
紙

花
菱
繋
布
貼
表
紙
。

丁
数
書
型

乾
は
墨
付
五
十
二
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
゜
坤
は
墨
付
四
十
三
丁
、
遊
紙
前
二
丁
後
一
丁
゜

此
二
部
二
写
置
面
者
、
秦
川
勝
ヨ
リ
今
猶
、
金
春
大
夫
家
蔵
之
雖
面
、
故
有
テ
淀
之
藩
渡
辺
云
何
老
写
、
猶
又
、
懇
望
、
弘

森
邑
家
蔵
（
朱
印
）

写
本
。
袋
綴
峡
入
乾
坤
二
冊
。
二
六
七
X

一
九
四
ミ
リ
。

ヒ
b
ム月

面

図

乾
（
坤
）
」
。



天
地
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
。

し
た
も
の
を
森
村
某
が
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
八
月
に
家
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
本
論
で
述
べ
た
い
。

て
も
本
書
が
再
転
写
本
で
あ
る
と
は
言
え
、
能
面
を
能
面
裏
ま
で
も
再
現
描
写
し
た
史
料
は
数
少
な
く
、
し
か
も
も
と
は
江
戸
時
代
以

前
の
金
春
家
の
所
蔵
に
な
る
点
だ
け
を
と
っ
て
も
本
書
の
価
値
は
高
い
と
言
え
る
。
本
解
題
で
は
金
春
流
能
面
図
と
い
う
こ
と
に
絞
っ

て
、
以
下
の
考
察
に
及
ぴ
た
い
。
ま
た
、
本
書
は
前
回
第
二
回
配
本
の
『
勧
進
能
井
狂
言
尽
番
組
』
と
同
じ
く
本
学
図
書
館
に
お
い
て

鴻
山
文
庫
旧
蔵
本
を
購
入
架
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。
鴻
山
文
庫
と
は
、

を
言
う
。
な
お
、
「
関
西
大
学
図
書
館
蔵
能
楽
資
料
に
つ
い
て
ー
鴻
山
文
庫
旧
蔵
書
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
と
題
し
て
『
籍
苑
』
二
十
九
号
（
平

つ
い
て
一
部
紹
介
し
た
。
な
お
、
本
書
の
書
型
は
前
項
に
記
す
通
り
だ
が
、
印
刷
の
都
合
上
縮
刷
を
ほ
ぼ
六

0
％
と
し
て
あ
る
。
以
下
、

本
書
を
「
関
大
本
」
と
称
す
る
。

一
、
「
関
大
本
」
の
特
色

わ
ん
や
書
店
主
、
故
江
嶋
伊
兵
衛
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
能
楽
資
料

の
ち
に
拙
著
『
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』
（
平
成
六
年
三
月
、
和
泉
書
院
）
に
本
書
の
こ
と
に

本
書
に
お
け
る
書
誌
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
記
し
た
通
り
だ
が
、
今
少
し
そ
の
特
色
と
問
題
点
を
整
理
し
て
み
る
。

い
ず
れ
に
し

a
、
第
4
面
の
般
若
面
の
角
の
先
と
顎
の
先
端
が
切
れ
て
い
る
例
を
始
め
と
し
て
判
明
す
る
こ
と
は
、
本
書
は
形
状
を
整
え
る
た
め
に

b
、
本
書
は
袋
綴
と
な
っ
て
い
る
が
、
面
と
面
裏
で
丁
度
表
裏
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
念
の
た
め
本
書
で
言
え
ば
、
各
面
の
面
裏
は
次

頁
に
該
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
第
9
面
の
釣
狐
横
向
面
だ
け
は
特
殊
で
今
回
の
製
本
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

和
紙
一
葉
を
広
げ
て
描
い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
面
の
絵
の
ほ
う
は
絵
師
も
し
く
は
能
面
に
詳
し
い
者
が
丁
寧
に
描
い
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
面
裏
の
ほ
う
は
面
ほ
ど
に
は
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

成
元
年
九
月
、
関
西
大
学
図
書
館
）
に

解

題

た
と
え
ば
第

5
面
の
蛇
の
面
裏
は
角
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。 四



解

題
「
雪
喬
図
書
」

11
「
雪
喬
」
は
森
邑
氏
の
号
で
あ
ろ
う
。

「
残
花
書
屋
」
「
戸
川
氏
蔵
書
印
」

11
戸
川
残
花
の
捺
印
。

る。 他
の
面
の
面
裏
が
錯
簡
で
混
入
し
た
か
と
も
考
え
た
が
、
後
に
述
ぺ
る
「
国
会
本
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
状
で
あ
る
点
か
ら
考
え

C

、
面
の
並
べ
方
は
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
る
も
の
の
、

そ
れ
で
も
第

3
面
の
不
動
面
や
第
9
面
の
釣
狐
面
な
ど
の
位

置
を
考
え
て
み
る
と
不
自
然
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
が
、
翁
面
に
限
っ
て
も
一
面
だ
け
の
書
写
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
金
春
家
に
あ

っ
た
す
べ
て
の
面
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
金
春
家
で
書
写
し
た
初
期
の
段
階
で
金
春
家
で
了
承
を
得
た
面
に
つ
い
て
い
わ

ぱ
片
っ
端
か
ら
描
い
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
本
書
に
は
各
袋
綴
じ
に
間
紙
が
挿
入
さ
れ
て
あ
り
、

鉛
筆
書
き
で
ナ
ン
バ
ー
が
ふ
っ
て
あ
る
。

の
ち
に
写
真
撮
影
の
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

d
、
本
書
は
面
裏
ま
で
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
も
あ
る
。
他
の
流
儀
で
能
面
の
絵
は
あ
っ
て
も
大
方
は
面
裏
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

又
、
た
と
え
ば
第
1
面
の
翁
面
で
、
「
当
赤
地
金
入
／
謳
茶
地
金
入
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
面
が
茶
地
金
入
の
袋
に
入
れ
ら
れ
て
あ

り
、
更
に
面
を
保
護
す
る
た
め
に
赤
地
金
入
の
面
当
が
し
て
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
面
は
箱
に
納
め
ら
れ
て
い

た
か
箪
笥
の
引
き
出
し
に
整
理
さ
れ
て
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

e
、
本
書
に
は
江
嶋
伊
兵
衛
氏
の
書
き
込
み
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
国
会
本
」
と
の
比
較
の
と
こ
ろ
で
指
摘
す

f
、
本
書
に
蔵
書
印
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
冒
頭
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
鴻
山
文
庫
蔵
印
の
「
鴻
山
文
庫
」
「
こ
う
山
文
庫
」

と
本
学
図
書
館
の
蔵
印
以
外
に
捺
印
さ
れ
て
い
る
も
の
を
確
認
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
賓
玲
文
庫
」
「
宝
太
「
」

1
1
7
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
の
捺
印
。

れ
ば
、
当
初
か
ら
面
と
面
裏
は
一
体
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

五

そ
れ
ら
に
は



「
関
大
本
」
の
能
面
と
同
一
の
形
状
、
同
一
の
絵
を
有
す
る
も
の
が
も
う
一
本
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
閲
覧
部
に
『
能
面

之
図
』
と
し
て
和
本
一
冊
が
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
（
以
下
、
「
国
会
本
」
と
称
す
る
）
。
書
誌
を
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

外
覆
表
紙
と
中
朱
表
紙
の
二
重
表
紙
。

二
重
表
紙
を
除
く
と
実
質
九
十
三
丁
。
内
表
紙
一
丁
分
の
あ
と
に
遊
紙
一
丁
。
．

内
表
紙
「
古
代
之
作

能
面
之
図
」
。

外
覆
表
紙
に
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
の
各
一
字
浮
出
模
様
。
中
覆
表
紙
に
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
「
や
ま
本
」
「
大
正

4
.
1
.
2
7
購

す
な
わ
ち
、
二
重
の
覆
表
紙
は
保
存
用
の
た
め
に
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
四
年
一
月
二
十
七
日
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
寸
法
は
「
関
大
本
」
と
同
じ
大
き
さ
で
、
料
紙
も
同
じ
く
薄
様
紙
で
、
敷
き
写
し
可
能
で
あ
る
。
墨
付
は
九
十
一
丁
で
、
実
質
上
、

面
九
十
面
が
描
か
れ
て
あ
る
。
九
十
面
の
絵
は
絵
具
の
配
色
が
所
々
い
さ
さ
か
異
な
る
（
特
に
第
60
面
か
ら
63
面
と
、
第
70
面
は
能
面

の
地
色
が
緑
と
い
う
普
通
に
は
考
え
に
く
い
彩
色
を
施
し
て
い
る
）
と
は
言
え
、
「
関
大
本
」
の
絵
と
ま
っ
た
く
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
。

「
国
会
本
」
は
一
冊
で
あ
る
が
、
「
関
大
本
」
の
乾
坤
二
冊
の
面
の
絵
の
配
列
順
序
と
完
全
に
一
致
す
る
。
又
、
「
関
大
本
」
に
は
天
地

印
記

求
」
。
遊
紙
に
「
や
ま
本
」
。

奥
書
な
し
。

料
紙
薄
様
紙
。

内
題
外
題

二
重
覆
表
紙
共
に
「
能
面
之
図
」
。

丁
数
表
紙
書
型
写
本
。
袋
綴
一
冊
。
二
六
九
X

一
九
七
ミ
リ
。

二
、
「
国
会
本
」
に
つ
い
て

解

題

＇ /‘ 



解

題

第
3
面
(
-
―
頁
ー
―
二
頁
）
不
動
（
「
金
圃
家
面
写
／
当
白
地
紙
子
袋
萌
黄
金
入
）
出
目
杢
之
助
作
（
」
）

四
百
五
十
九
年
〉
／
福
来
正
友
卜
云
／
石
王
兵
衛
／
越
前
一
条
」

氏
の
書
き
込
み
。

第
1
面
（
七
頁
1
八
頁
)
翁
[
日
光
作
]
「
当
赤
地
金
入
／
嚢
茶
地
金
入
（
銘
金
彩
／
延
長
ノ
頃
ノ
人
）
日
光
（
作
）
〈
ハ
翁
面
ノ
作
人
〉
／

三
井
寺
僧
（
当
赤
地
金
入
／
謳
茶
地
金
入
）
」

第
2
面
（
九
頁

I
-
0頁
）
黒
尉
[
福
来
作
]
「
（
当
赤
地
金
入
／
謳
茶
地
金
入
／
銘
金
彩
）
応
永
（
之
頃
ノ
人
）
〈
年
中
/
天
保
十
三
迄

押
。
「

」
は
裏
面
記
述
。
／
は
行
替
。
〈
〉
は
国
会
本
に
記
載
、
（

）
は
同
不
記
載
の
箇
所
。
傍
線
部
は
江
嶋
伊
兵
衛

〈
凡
例
〉
頁
数
は
本
書
の
図
に
対
応
す
る
。
記
号
の
[

]
は
面
裏
の
朱
な
ど
の
本
来
の
書
き
込
み
、
も
し
く
は
彫
。
〈

の
裁
断
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
裁
断
の
箇
所
と
言
い
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
「
関
大
本
」
と
「
国
会
本
」
が
親
子
関

係
か
兄
弟
関
係
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
「
国
会
本
」
が
「
関
大
本
」
と
異
な
る
大
き
な
点
は
「
国
会
本
」
に
は
奥
書
が
な
く
、
「
関

大
本
」
に
相
当
す
る
能
面
一
覧
貼
紙
（
本
書
五
頁
）

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
「
国
会
本
」
に
は
丁
付
が
施
さ
れ
て
あ
る
が
、
「
四
十
一
丁
」
の
次
に
「
又
四
十
一
丁
」
と
あ
り
、

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
七
十
九
丁
」
の
次
が
「
九
十
丁
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
記
載
ミ
ス
と
考
え
て
お
き
た
い
。
又
、
「
国

三
、
「
関
大
本
」
と
「
国
会
本
」
の
記
述
部
分
の
比
較

八
十
丁
か
ら
八
十
九
丁
は

「
関
大
本
」
と
「
国
会
本
」
は
同
一
で
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
各
能
面
図
の
表
裏
に
書
か
れ
て
い
る
記
述
に
い
さ
さ
か
の
相
違
が

あ
る
。
以
下
に
示
す
。
「
関
大
本
」
で
は
第
1
面
か
ら
第
48
面
が
「
乾
」
、
第
49
面
か
ら
第
90
面
が
「
坤
」
に
あ
る
。

会
本
」
に
押
捺
さ
れ
る
「
や
ま
本
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

〉
は
花



第

4
面
(
-
三
頁
ー
一
四
頁
）
般
若
／
額
白
[
宝
来
作
]
（
「
袋
赤
地
金
入
」
）

第

5
面
(
-
五
頁
ー
一
六
頁
)
蛇
[
赤
鶴
作
]
「
（
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
）
《
赤
鶴
ハ
〉
越
前
大
野
／
弘
安
年
中
〈
天
保
十
三
迄
四

百
八
十
年
》
」

第

6
面
（
一
七
頁
ー
一
八
頁
）
般
若
／
面
影
[
徳
若
作
]
「
（
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
）
文
永
年
中
／
〈
天
保
+
三
迄
五
百
七
十
六

第

7
面
（
一
九
頁
ー
ニ

0
頁
）
蛇
／
（
白
額
）
〈
額
白
〉
「
本
面
赤
鶴
作
／
友
水
写
（
袋
赤
地
紙
子
／
本
面
赤
鶴
作
／
友
水
写
）
」

第

8
面
（
ニ
ー
頁
ー
ニ
ニ
頁
）
般
若
[
夜
叉
作
]
二
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
／
銘
金
／
又
）
春
若
《
又
夜
叉
》
卜
き
左
／
永
和
年

中
《
天
保
十
三
迄
三
百
六
十
五
年
》
（
大
和
守
後
丹
後
守
守
成
、
近
江
守
ト
モ
云
／
夜
叉
、
春
若
同
人
二
非
ス
モ
同
一
人
ト
ス

ル
一
説
モ
ア
リ
）
」

第

9
面
（
二
三
頁
ー
ニ
六
頁
）
狐
／
赤
鶴
作
之
由
[
赤
鶴
作
之
由
]
「
年
号
前
二
在
」
（
「
赤
鶴
作
之
由
」
）

第

10
面
（
二
七
頁
ー
ニ
八
頁
）
髭
小
尉
[
小
牛
作
]
ミ
当
赤
地
金
入
／
当
絣
地
金
入
／
賦
ッ
）
小
牛
ハ
大
和
竹
田
／
永
和
年
中
／
年
数

第

11
面
（
二
九
頁
ー
三

0
頁
）
阿
瘤
尉
[
永
見
作
]
「
永
見
ハ
越
中
ノ
者
／
法
花
僧
／
永
和
年
中
（
当
二
茶
地
金
入
／
赤
地
金
入
ご

第

12
面
（
三
一
頁
ー
三
二
頁
）
髭
阿
瘤
[
渋
（
手
）
《
午
》
／
二
迄
作
/
兵
庫
]
（
「
当
白
紙
子
／
黒
」
）

第

13
面
（
三
三
頁
ー
三
四
頁
）
三
光
尉
[
三
光
坊
作
]
ミ
軍
欠
比
叡
山
ノ
僧
／
前
同
時
代
（
当
萌
黄
／
金
入
／
白
統
ご

第

14
面
（
三
五
頁
ー
三
六
頁
）
片
尉
[
ィ
セ
キ
]
（
ぶ
n
二
茶
金
入
/
白
続
」
）

第

15
面
（
三
七
頁
ー
三
八
頁
）
飛
出
悪
尉
[
宮
野
作
]
（
「
宮
野
ハ
目
利
書
又
仮
面
譜
ニ
ア
リ
/
当
二
茶
金
入
／
白
続
」
）

第

16
面
（
三
九
頁
1
四
0
頁
）
（
癒
見
悪
尉
）
（
「
作
不
知
／
当
白
羽
二
重
／
袋
茶
地
金
入
」
）

前
二
在
」

年
／
徳
若
ハ
》
兼
倉
安
野
太
子
」

解

題

八



解

題

第

31
面
（
六
九
頁
ー
七

0
頁
)
[
出
目
友
水
]

仮
面
譜
ニ
ョ
レ
ハ
越
前
出
目
）
」

第

23
面
（
五
三
頁
ー
五
四
頁
）
舞
尉
「
黒
」

第

17
面
（
四
一
頁
ー
四
二
頁
）
朝
日
尉
文
花
押
〉
]
(
「
小
牛
作
／
当
絣
地
金
入
」
）

第

19
面
（
四
五
頁
1
四
六
頁
）

第

20
面
（
四
七
頁
1
四
八
頁
）
鷲
鼻
悪
尉
[
出
目
友
水
]
「
石
王
兵
衛
（
ノ
）
写
／
出
目
友
水
（
友
水
作
之
由
／
当
白
続
袋
／
萌
黄
金
入
ご

第

22
面
（
五
一
頁
ー
五
二
頁
）

石
王
尉
「
黒
／
石
王
兵
衛
（
ノ
）
作
、
越
前
一
条
福
来
之
時
代
／
在
前
」

第

24
面
（
五
五
頁
ー
五
六
頁
）
増
髪
[
越
前
出
目
作
]
（
「
当
赤
地
金
入
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

25
面
（
五
七
頁
ー
五
八
頁
）
小
面
H
玉
来
作
]
(
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

26
面
（
五
九
頁
ー
六

0
頁
）
孫
次
郎
[
出
目
友
水
]
（
「
当
白
統
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

27
面
（
六
一
頁
ー
六
二
頁
）
孫
次
郎
「
井
関
作
（
当
白
続
／
袋
茶
地
金
入
）
」

第

28
面
（
六
三
頁
ー
六
四
頁
）
宝
米
女
H
玉
来
作
く
金
剛
面
写
／
十
八
作
（
当
白
統
／
袋
萌
黄
／
十
八
ハ
越
前
出
目
元
休
満
真
ノ
初
名
／

第

29
面
（
六
五
頁
ー
六
六
頁
)
[
増
]
「
（
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
）
増
阿
弥
久
次
卜
云
／
永
和
年
中
／
年
数
前
同
」

第

30
面
（
六
七
頁
ー
六
八
頁
)
増
[
出
目
友
水
]
黒
「
（
友
水
作
）
女
増
上
ト
モ

第

32
面
（
七
一
頁
ー
七
二
頁
）
萬
肥
（
萬
媚
ハ
毛
描
キ
異
ル
)
[
大
和
作
]
黒
塗
（
「
袋
抱
地
輪
無
」
）

第

33
面
（
七
三
頁
ー
七
四
頁
）
泥
眼
[
増
阿
弥
作
]
「
i

削
二
在
（
当
赤
地
金
入
／
袋
絣
地
金
入
ご

第

21
面
（
四
九
頁
ー
五

0
頁
）
木
地
小
尉
（
「
元
休
作
／
当
添
」
）

め
う
が
悪
尉
[
め
う
か
あ

v
ぜ
ぅ
/
作
不
知
]
（
「
当
紫
羽
二
重
」
)

第

18
面
（
四
三
頁
1
四
四
頁
）
舞
尉
（
「
作
不
知
／
当
茶
紙
子
」
）

（
当
白
統
／
袋
絣
地
）
」

九



第

43
面
（
九
三
頁
ー
九
四
頁
）
天
神
[
出
目
友
水
／
赤
鶴
作
写
]

第

41
面
（
八
九
頁
ー
九

0
頁
）
痩
女
[
文
蔵
作
]
（
「
袋
御
納
戸
茶
金
入
」
）

第

34
面
（
七
五
頁
ー
七
六
頁
）
痩
女
[
増
阿
弥
作
]
（
「
当
赤
地
金
入
／
謳
絣
地
金
入
」
）

第

35
面
（
七
七
頁
ー
七
八
頁
)
姥
[
出
目
友
水
]
黒
（
「
千
代
若
作
友
水
写
／
袋
赤
地
金
入
／
面
目
利
書
、
仮
面
譜
共
二
千
代
若
ト
ア
リ
」
）

第

36
面
（
七
九
頁
ー
八

0
頁
）
龍
女
[
井
関
作
]
（
「
若
狭
作
／
当
白
続
／
蘊
絣
地
金
入
」
）

第

37
面
（
八
一
頁
1
八
二
頁
）
橋
姫
（
「
井
関
作
／
当
白
統
／
嚢
絣
地
金
入
」
）

第

38
面
（
八
三
頁
1
八
四
頁
）
山
姥
[
出
目
友
水
]
（
ぶ
ま
口
統
/
袋
茶
地
金
入
」
）

第

39
面
（
八
五
頁
1
八
六
頁
）
班
女
[
班
女
]
（
「
作
不
知
／
嚢
赤
地
／
紙
子
」
）

第

40
面
（
八
七
頁
ー
八
八
頁
）
曲
見
[
福
来
作
]
「
《
黒
塗
〉
（
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
ご

第

42
面
（
九
一
頁
ー
九
二
頁
）
天
神
／
赤
鶴
作
友
水
写
（
「
当
白
続
／
謳
絣
地
金
入
」
）

第

44
面
（
九
五
頁
ー
九
六
頁
）
三
日
月
穴
花
押
〉
友
／
福
来
作
]
「
福
来
正
友
／
応
永
中
前
同
（
当
赤
地
金
入
／
袋
絣
地
金
入
）
」

第

45
面
（
九
七
頁
ー
九
八
頁
）
千
種
[
千
種
作
／
若
狭
写
]
（
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

46
面
（
九
九
頁

1
1
0
0
頁
）
霊
神
[
文
蔵
作
／
田
綱
]
(
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

47
面

(
1
0
一
頁

1
1
0
二
頁
）
千
種
／
又
呵
似
(
[
千
種
作
／
若
狭
写
]
「
当
白
統
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

48
面

(
1
0
三
頁

I
-
0
四
頁
）
大
癒
見
[
徳
若
作
]
（
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

49
面
（
―
-
三
頁
1
-

―
四
頁
）
大
癒
見
「
〈
徳
若
作
〉
遊
正
の
山
／
徳
若
／
文
永
年
中
／
年
数
は
般
若
ノ
前
ニ
ア
リ
（
当
赤
地
金
入
／

袋
茶
地
金
入
）
」

第

50
面
（
―
-
五
頁
1
-

―
六
頁
）
大
癒
見
[
赤
鶴
正
作
／
寿
]
（
「
袋
茶
地
金
入
／
赤
鶴
前
二
年
数
在
」
）

解

題

1
0
 



解

題
ノ
末
／
金
春
先
祖
（
小
飛
出
／
当
白
沙
綾
）
」

第

51
面
（
―
-
七
頁
1
-
―
八
頁
）
小
癒
見
[
(
春
若
作
）
黒
塗
]
「
夜
叉
ト
モ
／
永
和
年
中
《
年
数
前
二
在
》
（
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地

第

5
2
面
（
―
-
九
頁
ー
―
二

0
頁
）
小
癒
見
(
[
徳
若
作
]
)
「
〈
前
二
年
数
在
〉
（
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
）
」

第

53
面
(
―
ニ
―
頁
ー
―
ニ
ニ
頁
）
長
霊
癒
見
[
(
三
光
作
）
＾
花
押
V
]

「
《
三
光
前
二
在
〉
（
下
間
少
進
法
印
ノ
花
押
力
／
三
光
坊
作
／

フ
サ
タ
ネ
写
／
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
）
」

第

54
面
(
―
二
三
頁
ー
―
二
四
頁
）
長
霊
癒
見
（
「
友
水
作
／
袋
赤
地
金
入
」
）

第

5
5
面
（
―
二
五
頁
ー
―
二
六
頁
）
猿
癒
見
（
「
一
透
作
／
袋
赤
地
金
入
」
）

第

5
6
面
(
―
二
七
頁
ー
―
二
八
頁
）
牙
癒
見

[
G山
目
〉
ク
リ
イ
巳
《
出
目
作
》
（
赤
鶴
作
／
元
休
写
／
袋
茶
地
金
入
）
」

第

57
面
（
―
二
九
頁
ー
一
三

0
頁
）
大
天
神
[
大
て
ん
じ
ん
]
「
地
黒
（
作
不
知
／
袋
赤
地
金
入
ご

第

5
8
面
(
-
三
一
頁
ー
一
三
二
頁
）
長
霊
癒
見
[
出
目
庸
吉
]
「
（
焼
印
出
目
庸
吉
力
/
杢
之
助
作
当
ご

第

59
面
(
-
三
三
頁
ー
一
三
四
頁
）
千
種
／
ゴ
フ
ン
ニ
生
エ
ン
ジ
マ
ジ
リ
ノ
ヌ
リ
[
千
種
作
]
中
イ
ン
（
「
洞
水
作
/
当
/
嚢
萌
黄
金
入
」
）

第

60
面
(
-
三
五
頁
ー
一
三
六
頁
）
獅
子
[
赤
鶴
作
／
十
八
写
]
（
「
当
白
続
／
袋
赤
絣
地
金
入
」
）

第

6
1
面
(
-
三
七
頁
ー
一
三
八
頁
）
大
飛
出
／
金
ニ
ク
ロ
メ
ヲ
カ
ケ
タ
ル
ヌ
リ
[
角
坊
作
]
ウ
ス
ク
ロ
（
孟
n
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

6
2
面
(
-
三
九
頁
ー
一
四

0
頁
）
大
飛
出
／
ウ
ス
キ
ン
[
赤
鶴
作
／
杢
之
助
写
]
（
「
当
白
続
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

63
面
(
-
四
一
頁
ー
一
四
二
頁
）
泥
小
飛
出
／
キ
ン
ク
ロ
メ
ヌ
リ
[
賓
来
作
]
（
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
」
）

第

64
面
(
-
四
三
頁
ー
一
四
四
頁
）
小
飛
出
[
赤
鶴
作
／
ワ
ニ
/
ク
ロ
キ
ン

r〈
年
数
在
前
》
(
小
飛
出
／
当
赤
地
金
入
／
袋
萌
黄
金
入
ご

第

6
5
面
(
-
四
五
頁
ー
一
四
六
頁
）
（
小
／
大
飛
出
)
[
秦
氏
昭
〈
花
押
V
]

「
（
金
春
大
夫
氏
昭
自
筆
花
押
／
照
ラ
シ
誤
ナ
シ
）
秦
ノ
川
勝

金
入
）
」



第

66
面
(
-
四
七
頁
ー
一
四
八
頁
）
泥
小
飛
出
／
金
塗
（
「
春
若
作
／
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

67
面
(
-
四
九
頁
ー
一
五

0
頁
）
猿
飛
出
（
「
児
玉
長
右
衛
門
作
／
当
浅
黄
羽
二
重
／
袋
唐
織
」
）

第

68
面
(
-
五
一
頁
ー
一
五
二
頁
）
頻
早

(mi)[赤
鶴
作
／
洞
伯
写
]
(
「
当
白
統
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

69
面
(
-
五
三
頁
ー
一
五
四
頁
）
獅
子
口
[
〔
木
入
作
／
友
水
写
〕
]
（
「
木
ェ
入
ハ
大
宮
大
和
真
盛
ノ
法
名
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

70
面
(
-
五
五
頁
ー
一
五
六
頁
）
黒
髭
（
「
春
若
作
／
当
茶
地
金
入
／
謳
絣
地
金
入
」
）

第

71
面
(
-
五
七
頁
ー
一
五
八
頁
）
喝
食
[
大
和
作
]
（
「
当
白
続
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

72
面
(
-
五
九
頁
ー
一
六

0
頁
)
狸
々
[
金
剛
頼
勝
十
八
写
]
ウ
ス
ス
ミ
イ
ロ
／
イ
ロ
ガ
（
ハ
）
《
ワ
〉
リ
／
シ
プ
イ
ロ

ハ
右
京
／
坂
戸
金
圃
系
図
ニ
ョ
レ
バ
十
三
代
大
夫
／
正
保
四
年
四
十
九
オ
／
若
名
孫
次
郎
、
面
ノ
名
人
ト
ア
リ
／
十
八
ハ
出

目
満
真
ノ
初
名
力
／
当
赤
地
金
入
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

73
面
(
-
六
一
頁
ー
一
六
二
頁
)
狸
々
[
徳
若
作
]
(
「
当
茶
地
金
入
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

74
面
（
一
六
三
頁
ー
一
六
四
頁
）
童
子
[
辰
右
衛
門
作
]
「
〈
黒
塗
〉
（
当
赤
地
金
入
／
袋
萌
黄
金
入
ご

第

75
面
（
一
六
五
頁
ー
一
六
六
頁
）
冠
中
将
（
「
夜
叉
作
／
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第

76
面
（
一
六
七
頁
ー
一
六
八
頁
）
中
将
[
甫
閑
作
]
（
「
大
野
出
目
甫
閑
満
猶
／
当
白
紙
子
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

77
面
（
一
六
九
頁
ー
一
七

0
頁
）
源
氏
（
「
友
水
作
之
由
／
当
茶
紙
子
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

78
面
（
一
七
一
頁
ー
一
七
二
頁
）
那
郡
男
（
「
徳
若
作
／
当
赤
地
金
入
／
袋
絣
地
金
入
」
）

第

79
面
（
一
七
三
頁
ー
一
七
四
頁
）
那
郭
男
[
徳
若
作
/
竹
田
金
春
／
秦
氏
昭
q

花
押
V

]

(

ょ
盆
F

ノ
花
押
ハ
自
筆
二
照
ラ
シ
誤
リ
ナ
シ
／

頼
勝
作
元
休
写
之
由
、
当
白
羽
二
重
／
袋
紺
紙
子
／
金
疇
頼
勝
、
元
休
等
ハ
氏
昭
ヨ
リ
年
代
遥
二
下
ル
可
考
」
）

第

80
面
（
一
七
五
頁
ー
一
七
六
頁
）
若
男
[
春
若
作
]
（
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

解

題

（
「
金
剛
頼
勝



解

題

第
81
面
（
一
七
七
頁
ー
一
七
八
頁
）
平
太
[
(
焼
印
)
]
《
タ
メ
ヌ
リ
》
（
「
大
和
作
之
由
／
当
白
統
／
謳
茶
地
金
入
」
）

第
83
面
(
-
八
一
頁
ー
一
八
二
頁
）
痩
男
[
是
閑
作
]
「
黒
塗
（
当
白
続
／
袋
茶
地
金
入
ご

第
84
面
(
-
八
三
頁
ー
一
八
四
頁
）
痩
男
[
圃
雲
作
]
（
「
園
松
作
／
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
／
ダ
ン
マ
ツ
マ
ヵ
」
）

第
85
面
(
-
八
五
頁
ー
一
八
六
頁
）
頼
政
[
出
目
庸
吉
]
（
「
出
目
杢
之
助
作
／
当
白
続
／
謳
赤
地
紙
子
」
）

第
86
面
(
-
八
七
頁
ー
一
八
八
頁
）
イ
セ
キ
作
／
三
光
尉
／
ウ
ラ
[
小
井
関
作
／
ス
:
イ
ロ
/
(
同
）
ス
ミ
朱
入
]
「
（
当
二
絣
金
入
／
茶

金
入
）
朝
日
尉
ウ
ラ
カ
ヘ
」

第
87
面
(
-
八
九
頁
ー
一
九

0
頁
)
千
<
さ
[
ち
く
さ
写
／
千
草
]
(
「
洞
水
作
／
当
／
謳
萌
黄
金
入
」
）

第
88
面
(
-
九
一
頁
ー
一
九
二
頁
）
小
癒
見
[
春
若
作
]
(
「
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第
89
面
(
-
九
三
頁
ー
一
九
四
頁
）
長
霊
癒
見
U

二
光
坊
作
／
長
霊
之
面
ヲ
見
テ
ニ
分
延
二
模
ス
／
フ
サ
タ
ネ
〈
花
押
〉
]
(
「
三
光
坊
作
／

フ
サ
タ
ネ
写
／
当
赤
地
金
入
／
袋
茶
地
金
入
」
）

第
90
面
(
-
九
五
頁
ー
一
九
六
頁
）
実
盛
[
〈
花
押
〉
]
（
「
作
不
知
／
写
ノ
文
字
判
」
）

四
、
先
後
関
係

「
関
大
本
」
と
「
国
会
本
」
が
は
た
し
て
親
子
関
係
な
の
か
兄
弟
関
係
な
の
か
と
の
問
題
が
生
じ
る
。
「
国
会
本
」
に
は
第
2
.
5
.

6
.
8
面
に
天
保
十
三
年
(
-
八
四
二
）
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
同
書
は
天
保
十
三
年
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

秦
川
勝
ヨ
リ
今
猶
、
金
春
大
夫
家
蔵
之
雖
面
、
故
有
テ
淀
之
藩
渡
辺
云
何
老
写
、
猶
又
、
懇
望
、
弘
化
丁
未
年
清
秋
再
写

第
82
面
（
一
七
九
頁
ー
一
八

0
頁
）
曲
見

一
方
、
「
関

大
本
」
は
弘
化
四
年
の
書
写
で
あ
る
由
の
奥
書
を
持
つ
。
こ
こ
で
今
一
度
、
「
関
大
本
」
の
奥
書
を
見
て
み
る
。
「
此
二
部
二
写
置
面
者
、

森
邑
家
蔵
（
朱



印
）
」
と
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
と
所
蔵
は
転
々
と
し
て
鴻
山
文
庫
に
入
る

ま
ず
、
「
此
二
部
」
と
あ
る
の
は
乾
坤
二
部
と
も
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
「
国
会
本
」
が
渡
辺
某
の
写
し
た
本
か
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
「
国
会
本
」
と
「
関
大
本
」
の
二
部
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両
者
は
兄
弟
関
係
に
あ
る
。
渡
辺
某
の
所
持

し
て
い
た
写
本
を
借
り
て
天
保
十
三
年
に
ま
ず
書
写
し
、
五
年
後
の
弘
化
四
年
に
再
び
書
写
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

森
邑
某
自
身
が
書
写
し
た
と
考
え
て
よ
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
は
慎
重
を
期
し
て
渡
辺
某
か
誰
か
に
よ
っ
て
書
写
し
て
も
ら
っ
て
、
森

邑
某
は
そ
の
所
蔵
者
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
、
弘
化
四
年
に
書
写
し
た
時
に
能
面
一
覧
表
と
書
写
し
て
い
な
か
っ
た
面
当
・
面

袋
の
こ
と
に
つ
い
て
も
書
き
加
え
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。
「
関
大
本
」
は
面
当
・
面
袋
に
つ
い
て
は
金
春
家
で
確
認
さ
せ
て
も
ら
っ
た
も

の
か
と
も
考
え
た
が
、
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
渡
辺
本
で
は
も
と
も
と
能
面
一
覧
表
と
面
当
・
面
袋
に
つ
い
て
は

記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、

そ
の
点
で
は
「
関
大
本
」
は
よ
り
渡
辺
本
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
「
関
大
本
」
と
「
国
会
本
」
の
面
の
絵
の

順
序
や
裁
断
の
箇
所
が
ま
っ
た
く
一
致
す
る
こ
と
が
決
め
手
で
、
恐
ら
く
薄
様
の
紙
を
当
て
な
が
ら
二
度
に
亘
っ
て
敷
き
写
し
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
奥
書
の
「
猶
又
、
懇
望
（
中
略
）
再
写
」
と
い
う
言
い
方
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
て
考
え
る
と
、
も
と
も
と
金
春
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
能
面
を
淀
藩
の
渡
辺
某
が
書
写
し
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
聞

き
及
ん
だ
森
邑
某
が
天
保
十
三
年
と
弘
化
四
年
に
亘
っ
て
転
写
し
て
も
ら
い
、
家
蔵
と
し
た
。
天
保
十
三
年
に
書
写
し
た
時
は
、
絵
の

具
も
不
充
分
で
、
面
袋
と
面
当
て
に
つ
い
て
は
記
さ
な
か
っ
た
の
で
、

の
本
は
山
本
家
か
ら
国
会
図
書
館
に
、
森
邑
家
の
本
は
戸
川
残
花
、

こ
と
と
な
っ
た
、

五
、
能
面
所
蔵
の
変
遷

解

題

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

弘
化
四
年
に
改
め
て
書
写
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
渡
辺
家

一四



解

題

こ
い
し
作
）
／
い
し
か
わ
（
越
智
作
）

資
料
A

「
関
大
本
」
に
し
ろ
「
国
会
本
」
に
し
ろ
、
「
能
面
図
」
の
も
と
は
能
楽
の
金
春
家
所
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た
。
能
楽
の
大
夫
家
に
伝
わ

る
能
面
の
ま
と
ま
っ
た
史
料
と
し
て
は
江
戸
幕
府
に
対
し
て
の
「
書
上
」
を
み
る
の
が
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
恐
ら
く
何
度
も
出
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
で
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
六
月
書
写
の
書
上
控
え
「
金
春
家
之
面
覚
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
、
般
若
窟
文
書
）
が
寛
文
十
一
年
(
-
六
七
一
）

の
『
四
座
面
鏡
』
に
先
立
っ
て
い
る
。
両
者
は
虫
食
い
な
ど
に
よ
り
判
読
不
明
な

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
襲
し
た
『
大
野
出
目
家
文
書
』
が
中
村
保
雄
氏
『
能
面
』
（
昭
和
五
十
四
年
、
駿
々
堂
）
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
の
で
、
金
春
流
関
係
の
も
の
を
抜
粋
し
て
資
料
A
と
し
て
次
に
記
す
。
／
印
は
行
替
。
句
読
点
は
任
意
に
付
し
た
。

一
、
金
春
太
夫

一五

天
の
面
（
世
間
に
て
お
そ
ろ
し
殿
と
申
す
面
な
り
。
能
に
か
け
候
面
に
て
は
無
御
座
候
）
／
翁
（
聖
徳
太
子
御
作
秦
川
勝
へ
翁
相
伝
之

時
、
被
下
候
面
な
り
。
即
ち
此
の
面
に
つ
き
昔
よ
り
度
々
奇
妙
な
る
儀
御
座
候
面
に
て
御
座
候
）
／
三
番
三
面
（
聖
徳
太
子
御
作
同
断
）
／

翁
（
弘
法
大
師
作
）
／
小
面
（
竜
右
衛
門
作
）
／
般
若
（
般
若
坊
作
。
但
し
此
の
面
に
つ
き
昔
よ
り
奇
妙
御
座
候
）
／
三
光
（
三
光
坊
作
）
／

小
尉
（
同
作
）
／
曲
見
（
越
智
作
）
／
中
将
（
竜
右
衛
門
作
）
／
釣
眼
（
赤
鶴
作
）
／
那
郡
男
（
竜
右
衛
門
作
）
／
増
女
（
増
阿
弥
作
）
／
泥

眼
（
同
作
）
／
姥
（
竜
右
衛
門
作
）
／
喝
食
（
越
智
作
）
／
冠
型
童
子
（
竜
右
衛
門
作
）
／
山
姥
（
福
来
作
）
／
ち
ゃ
う
れ
い
（
ち
ゃ
う
れ
い

作
）
／
狸
々
（
竜
右
衛
門
作
）
／
平
太
（
徳
若
作
）
／
悪
尉
（
三
光
坊
作
）
／
鼻
瘤
（
同
作
）
／
緊
（
赤
鶴
作
）
／
痩
男
（
永
見
作
）
／
蛙
（
同

作
）
／
大
天
神
（
赤
鶴
作
）
／
大
癒
見
（
三
光
坊
作
）
／
増
髪
（
徳
若
作
）
／
小
癒
見
（
三
光
坊
作
）
／
石
王
尉
（
石
王
兵
衛
作
）
／
顔
長
（
竜

右
衛
門
作
）
／
姥
（
同
作
）
／
小
天
神
（
赤
鶴
作
）
／
小
飛
出
（
同
作
）
／
真
角
（
し
ん
か
く
作
）
／
大
飛
出
（
一
へ
ん
作
）
／
あ
や
か
し
（
ひ



金
春
家
の
狂
言
面
／
鼻
引
（
竜
右
衛
門
作
）
／
猿
（
赤
鶴
作
）
／
武
悪
（
同
作
）

右
面
数
合
四
十
二
枚
昔
よ
り
代
々
持
来
候

右
の
資
料
A
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
翁
面
に
限
っ
て
も
伝
承
を
含
め
て
、
金
春
家
に
は
「
天
の
面
」
と
称
さ
れ
る
も
の
と
、
聖

徳
太
子
作
、
弘
法
大
師
作
と
さ
れ
る
三
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
関
大
本
」
の
日
光
作
の
翁
面
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
又
、
狂

言
面
は
大
蔵
弥
右
衛
門
家
へ
預
け
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
面
の
中
に
は
「
関
大
本
」
の
釣
狐
の
面
は
入
っ
て
は
い
な

次
に
、
同
じ
く
宝
山
寺
文
書
に
文
化
三
年
(
-
八

0
六
）
書
写
の
「
金
春
家
面
井
作
者
付
」
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
大
幅
な
能
面
所

蔵
の
異
動
が
あ
っ
た
と
思
え
る
の
で
、
資
料
B
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
資
料
A
と
一
致
す
る
面
に

0
を
付
し
た
。

従
古
来
金
春
大
夫
方
二
持
侍
候
本
面
替
面
井
作
付

〇
翁
面
（
聖
徳
太
子
御
作
）
／

0
三
番
三
面
（
御
同
作
）
／
父
尉
（
日
光
作
）
／
延
命
冠
者
（
弥
勒
作
）
／

0
小
面
（
辰
右
衛
門
作
）
／

0
曲

見
（
越
智
作
）
／

0
増
女
（
増
阿
弥
作
）
／
痩
女
（
辰
右
衛
門
作
）
／
老
女
（
氷
見
作
）
／

0
姥
（
辰
右
衛
門
作
）
／

0
泥
眼
（
増
阿
弥
作
）
／

0
山
姥
（
福
来
作
）
／

0
般
若
（
般
若
坊
作
）
／

0
冠
形
童
子
（
辰
右
衛
門
作
）
／

0
平
太
（
徳
若
作
）
／

0
喝
食
（
越
智
作
）
／

0
小
尉
（
三

光
坊
作
）
／

0
三
光
尉
（
三
光
坊
作
）
／

0
石
王
尉
／
〇
悪
尉
（
福
来
作
）
／

0
中
将
（
辰
右
衛
門
作
）
／

0
郡
祁
男
（
辰
右
衛
門
作
）
／

0

ま
す
か
み
（
徳
若
作
）
／

0
真
角
（
真
角
作
）
／
〇
あ
や
か
し
（
ひ
こ
い
し
作
）
／

0
大
天
神
（
尺
鶴
作
）
／
黒
髭
（
尺
鶴
作
）
／

0
大
と
ひ

て
（
一
透
作
）
／

0
小
と
ひ
て
（
尺
鶴
作
）
／

0
つ
り
眼
（
尺
鶴
作
）
／

0
長
霊
へ
し
ミ
（
長
霊
作
）
／

0
大
へ
し
み
（
三
光
坊
作
）
／

0
小

資
料
B

覚

、。
し

右
三
品
は
大
蔵
弥
右
衛
門
家
へ
先
代
よ
り
預
置
き
申
候

解

題

一六



解

題

／
右
者
替
面
二
而
御
座
候

／
右
之
通
二
御
座
候

以
上
／
三
月

尺
鶴
作
）
／

0
ふ
あ
く
（
同

右
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
台
徳
院
様
す
な
わ
ち
二
代
将
軍
秀
忠
か
ら
拝
領
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
描
か
れ
て
い
る
能
面
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
最
も
関
心
の
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
で
は
中
村
保
雄
氏
「
能
楽

諸
座
所
蔵
面
の
経
緯
に
つ
い
て
ー
と
く
に
金
春
座
を
中
心
に
1

」
(
『
京
都
文
化
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
四
号
、
平
成
二
年
十
二
月
）
が

あ
る
が
、
「
大
体
の
経
緯
」
で
も
あ
る
の
で
、
今
少
し
年
を
追
っ
て
説
明
し
た
い
。

能
楽
の
危
機
は
明
治
維
新
と
大
正
大
震
災
の
時
に
あ
っ
た
が
、
特
に
金
春
流
に
は
そ
れ
ら
が
甚
し
く
影
響
し
た
。
維
新
の
混
乱
に
つ

金
春
八
左
衛
門

／
都
合
三
面
／
右
者
大
蔵
弥
太
郎
家
江
先
祖
共
よ
り
預
ケ
置
申
候

0
は
な
ひ
け
（
狂
言
面
辰
右
衛
門
作
）
／

0
さ
る
（
同

と
ひ
て

門
作
）
／
中
将
（
河
内
作
）
／

0
小
天
神
（
尺
鶴
作
）
／

0
か
わ
っ

／
都
合
三
拾
八
面
／
右
者
本
面
二
而
御
座
候

〇
翁
面
（
弘
法
大
師
作
）
／
同
（
文
蔵
）

／
台
徳
院
様
御
代
拝
領
本
面
写

尺
鶴
作
）

一
七

へ
し
ミ
（
三
光
坊
作
）
／

0
し
か
み
（
尺
鶴
作
）
／

0
狸
々
（
辰
右
衛
門
作
）
／
〇
い
し
か
わ
連
面
（
辰
右
衛
門
作
）
／
〇
顔
な
か
連
面
（
越

小
面
（
河
内
打
）
／
同
（
近
江
打
）
／
曲
見
（
是
閑
打
）
／
増
女
（
是
閑
打
）
／
痩
女
（
古
作
）
／
泥
眼
（
河
内
作
）
／
山
姥
（
徳
若
作
）
／
万

媚
（
作
不
知
）
／
般
若
（
河
内
作
）
／
真
蛇
（
尺
鶴
作
）
／
小
尉
（
小
牛
作
）
／
三
光
尉
（
作
不
知
）
／
石
王
尉
（
是
閑
打
）
／
衛
門
尉
（
衛

（
尺
鶴
作
）
／
那
郡
男
（
河
内
作
）
／
狸
々

（
作
不
知
）

智
作
）

（
永
見
作
）
／
小
へ
し
み
（
春
若
作
）
／
黒
へ
し
ミ
（
古
作
）
／
小
形
大



い
て
は
池
内
信
嘉
『
能
楽
盛
衰
記
』
（
大
正
十
五
年
五
月
、
春
秋
社
）
所
収
の
大
倉
繁
次
郎
談
に
も
あ
り
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
後
、
金
春

札
の
両
替
を
迫
っ
て
多
人
数
が
押
し
寄
せ
、
「
実
に
狼
藉
極
っ
た
こ
と
で
、
蔵
の
戸
を
開
い
て
残
し
て
あ
る
道
具
類
を
取
出
す
」
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
前
後
で
あ
ろ
う
か
、
金
春
家
の
能
面
は
手
放
さ
れ
て
、
大
半
は
金
春
流
の
後
援
組
織
で
あ
る
諦
楽
社
に
入

金
春
家
の
能
面
を
紹
介
し
た
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
辻
本
朔
治
郎
編
『
金
春
家
能
面
之
巻
』
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
、
辻
本

朔
治
郎
発
行
）
が
あ
る
。
七
十
六
世
金
春
広
運
が
和
歌
を
寄
せ
て
い
る
。
写
真
の
重
複
、
誤
植
に
不
備
が
あ
る
も
の
の
あ
る
程
度
の
め

翁
（
作
者
不
詳
）
／
小
尉
（
作
者
不
詳
）
／
小
尉
（
三
光
坊
作
）
／
中
将
（
辰
右
衛
門
作
）
／
中
将
（
作
者
不
詳
）
／
小
面
（
辰
右
衛
門
作
）
／

曲
見
（
作
者
不
詳
）
／
若
曲
見
（
作
者
不
詳
）
／
増
女
（
増
阿
弥
作
）
／
若
曲
見
（
熊
太
夫
作
）
／
泥
眼
（
増
阿
弥
作
）
／
小
面
（
作
者
不
詳
）
／

平
太
（
徳
若
作
）
／
娠
（
辰
右
衛
門
作
）
／
連
面
（
越
智
作
）
／
痩
女
（
辰
右
衛
門
作
）
／
痩
男
（
永
見
作
）
／
那
郡
男
（
辰
右
衛
門
作
）
／

小
天
神
（
作
者
不
詳
）
／
大
天
神
（
尺
鶴
作
）
／
三
光
尉
（
三
光
坊
作
）
／
政
頼
（
真
角
作
）
／
大
飛
出
（
一
透
作
）
別
に
一
面
／
般
若
（
般

若
坊
作
）
／
橋
姫
（
作
者
不
詳
）
／
石
王
尉
（
石
王
兵
衛
作
）
／
十
寸
神
男
（
作
者
不
詳
）
／
黒
尉
（
作
者
不
詳
）
／
鷲
癒
見
（
作
者
不
詳
）
／

長
霊
癒
見
（
長
霊
作
）

次
に
大
正
大
震
災
の
影
響
で
は
、
先
の
『
能
楽
盛
衰
記
』
に
よ
れ
ば
、
金
春
会
は
「
細
川
侯
を
会
頭
に
、
岡
部
子
爵
を
副
会
頭
に
戴

き
、
（
中
略
）
会
員
を
募
っ
て
隔
月
に
能
を
催
し
て
来
た
が
、
大
正
十
二
年
の
震
災
に
大
打
撃
を
受
け
、
爾
来
中
止
の
姿
と
な
っ
た
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
に
発
行
さ
れ
た
能
面
関
係
の
も
の
と
し
て
、
斎
藤
香
村
『
能
面
大
鑑
』
（
昭
和
六
年
三
月
、
わ
ん
や
書
店
）

が
あ
る
。
そ
れ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
金
春
流
特
有
の
面
と
し
て
掲
げ
る
も
の
を
資
料
D
と
し
て
抜
粋
し
て
み
る
。

資
料

c

ど
は
つ
く
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
資
料
C
と
し
て
載
せ
る
。

っ
た
。

解

題

一
八



解

題
「
般
若
」
。
竪
ニ
ニ
•
四X
横
一
八
・
五
。
細
川
護
立
氏
蔵
。

「
般
若
」

般
若
坊
作

翁
（
日
光
作
）
谷
村
直
次
郎
氏
蔵
／
髭
阿
古
父
（
福
来
作
）
前
田
侯
爵
家
蔵
／
髭
小
尉
（
福
来
作
）
大
橋
新
太
郎
氏
蔵
／
正
尊
悪
尉
（
甫

閑
作
）
池
田
侯
爵
家
蔵
／
甘
柘
櫂
悪
尉

「
三
光
尉
」

三
光
坊
作

前
田
侯
爵
家
蔵
／
住
吉
男
（
龍
右
衛
門
作
）
大
西
亮
太
郎
氏
蔵
／
冠
形
童
子
（
是
閑
作
）
池

田
侯
爵
家
蔵
／
十
六
童
子
（
友
閑
作
）
池
田
侯
爵
家
蔵
／
酒
呑
童
子
（
龍
右
衛
門
作
）
著
者
所
蔵
／
中
喝
食
（
孫
十
郎
作
）
大
西
亮
太

大
谷
伯
爵
家
蔵
／
泥
蔵
王
（
甫
閑
作
）
橋
岡
久
太
郎
氏
蔵
／
舞
姫
（
甫
閑
作
）
池
田
侯
爵
家
蔵
／
小
姫
（
是
閑
作
）

次
に
、
野
上
豊
一
郎
『
能
面
』
（
昭
和
十
二
年
、
岩
波
書
店
）
が
「
元
金
春
流
本
面
」
と
し
て
挙
げ
る
も
の
を
資
料
E
と
し
て
抜
粋
す

元
金
春
流
本
面

「
尉
」
面
第
一
類
。
竪
ニ
―
•
八
x

横
一
七
・
七
。
諦
楽
社
蔵
。
（
奈
良
帝
室
博
物
館
寄
托
）
。

元
金
春
流
本
面

「
黒
髭
」
。
竪
二0
•
五
X

横
一
四
・
九
。
諦
楽
社
蔵
。
（
奈
良
帝
室
博
物
館
寄
托
）
。

元
金
春
流
本
面

若
い
「
女
面
」
。
竪
ニ
ニ
•
四
X

横
一
五
·
二
゜
諦
楽
社
蔵
。
（
奈
良
帝
室
博
物
館
寄
托
）
。

元
金
春
流
本
面

戦
後
、
諦
楽
社
の
能
面
は
東
京
国
立
博
物
館
に
入
っ
た
。
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録

仮
面
篇
』
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一

「
小
面
」

龍
右
衛
門
作

「
黒
髭
」

赤
鶴
作

資
料
E

る。 池
田
侯
爵
家
蔵
／
顔
長
女
（
甫
閑
作
）
橋
岡
久
太
郎
氏
蔵
／
金
春
型
小
面
橋
岡
久
太
郎
氏
蔵

郎
氏
蔵
／
蔵
王

資
料
D

一九



ま
と
め
と
今
後
の
問
題
点
を
列
挙
す
る
。

お
わ
り
に

が
、
今
は
資
料
を
提
示
す
る
に
止
め
る
。

217
般
若

225
小
癒
見

235
鷲
癒
見

238
大
飛
出

241
猿
飛
出

247
緊

248
釣
眼

250
行
者

254
恵
比
須

女

186
曲
見

187
曲
見

188
曲
見

189
曲
見

190
曲
見

191
若
曲
見

192
連

193
連

194
連

198
姥

202
泥
眼

206
鉄
輪

216
般
若

98
中
将

99
中
将

109
平
太

118
那
郡
男

132
狸
々

144
痩
男

145
痩
男

153
十
寸
髪
男

158
小
面

163
増
女

167
増

41
翁

44
黒
式
尉

46
父
尉

47
延
命
冠
者

48
小
尉

49
三
光
尉

54
朝
倉
尉

66
石
王
尉

87
大
天
神

88
小
天
神

92
黒
髭

資
料

F

日
、
東
京
国
立
博
物
館
）

の
解
説
に
よ
る
と
「
戦
後
に
収
納
さ
れ
た
も
の
に
諦
楽
社
旧
蔵
品
四
十
七
面
、
上
杉
家
旧
蔵
品
三
十
二
面
が

あ
る
。
諦
楽
社
の
も
の
は
、
金
春
家
か
ら
明
治
初
年
に
手
放
さ
れ
て
諦
楽
社
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

次
に
、
同
博
物
館
目
録
の
整
理
番
号
と
能
面
の
名
称
の
み
を
掲
げ
る
。
各
面
の
寸
法
と
写
真
及
び
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

232
長
霊
癒
見

124
冠
形
童
子

233
長
霊
癒
見

最
近
で
は
、
金
春
信
高
氏
が
「
金
春
家
能
面
解
説
」
と
し
て
『
金
春
月
報
』
の
昭
和
六
十
年
四
月
号
よ
り
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
平

成
三
年
八
月
号
の
第
三
十
七
回
分
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。
又
、
同
書
は
昭
和
六
十
三
年
三
月
号
よ
り
表
紙
に
能
面
の
カ
ラ
ー
写
真
を
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
今
も
継
続
中
で
あ
る
。
「
関
大
本
」
の
面
一
点
ず
つ
に
つ
い
て
の
対
照
を
こ
こ
で
示
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

一
、
本
書
を
写
し
た
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
何
の
目
的
で
こ
の
よ
う
な
能
面
を
写
し
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
金
春
家

の
能
面
の
全
て
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
本
書
は
不
充
分
で
あ
る
。
先
に
翁
面
で
見
た
よ
う
に
、
本
書
で
は
日
光
作
の

一
面
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
書
上
に
記
さ
れ
た
翁
面
の
ど
れ
と
も
異
な
る
。
金
春
家
の
最
も
重
要
な
面
は
外
さ
れ
て
い
る
こ
と

解

題

二
0



解

題
の
熱
心
な
素
人
弟
子
と
い
っ
た
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
。

に
な
る
。
次
に
、
玄
人
の
面
打
が
手
控
え
と
し
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
。
玄
人
で
あ
れ
ば
、
面
の
細
か
い
寸
法
は
記
し
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
と
言
っ
て
、
絵
を
描
く
こ
と
に
は
充
分
才
能
が
あ
っ
た
者
に
は
違
い
な
い
。
又
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

能
も
し
く
は
能
面
に
つ
い
て
の
知
識
は
充
分
に
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
能
面
に
魅
入
ら
れ
た
絵
の
達
者
な
金
春
流

一
、
「
関
大
本
」
の
奥
書
に
あ
る
「
淀
之
藩
渡
辺
云
何
老
」
と
い
う
の
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
淀
藩
は
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
に
当
た

る
。
渡
辺
姓
は
京
都
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
渡
辺
美
登
家
蔵
書
が
そ
う
で
は
な
い
か
と
当
た
り
を
つ
け
て
、
ご
当
人
の

快
諾
を
得
て
全
資
料
を
拝
見
し
た
が
能
楽
資
料
に
唐
接
結
び
つ
く
も
の
は
な
か
っ
た
。

一
、
淀
藩
の
能
楽
の
実
態
が
判
然
と
し
な
い
。
渡
辺
美
登
家
蔵
書
に
は
淀
城
の
図
面
も
あ
り
、

そ
れ
に
は
明
ら
か
に
能
舞
台
が
描
か
れ

て
い
る
の
だ
が
、
特
に
金
春
流
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
森
邑
雪
喬
を
も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
本
書
に
記
さ
れ
る
能
面
と
面
打
に
つ
い
て
索
引
を
付
け
る
。

ま
ず
、
能
面
に
つ
い
て
、
本
書
に
お
け
る
能
面
の
並
べ
方
は
、
必
ず
し
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
は
見
て
き
た
通

り
で
あ
る
。
編
集
し
直
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
も
能
面
の
分
類
方
法
は
種
々
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
編
者

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
共
通
の
方
法
が
完
全
に
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
。

理
に
分
類
す
る
段
階
で
は
あ
る
ま
い
。

は
っ
き
り
と
し
な
い
場
合
の
絵
も
多
い
。
ま
だ
無

と
り
あ
え
ず
引
き
や
す
い
よ
う
に
五
十
音
順
に
並
べ
て
み
た
。
読
み
方
は
通
行
の
読
み
方
に
従

っ
て
い
る
。
表
の
数
字
の

0
は
能
面
一
覧
表
に
対
応
し
、
そ
の
他
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
面
図
に
対
応
す
る
。

次
に
、
面
打
（
能
面
の
製
作
に
携
わ
っ
た
者
）
も
同
じ
よ
う
に
五
十
音
順
に
並
べ
て
み
た
。
簡
単
な
説
明
も
加
え
た
が
、
面
打
に
は

伝
説
に
属
す
る
部
分
が
多
い
の
で
必
要
最
小
限
に
止
め
た
。
又
、
周
知
の
よ
う
に
能
面
に
は
面
打
名
が
明
記
さ
れ
て
あ
っ
て
も
常
に
能

面
の
鑑
定
す
な
わ
ち
本
面
と
写
し
と
い
う
模
作
の
問
題
が
残
る
。
現
代
で
も
名
人
の
手
に
か
か
れ
ば
技
術
的
に
は
中
世
の
能
面
を
再
現



す
る
の
は
可
能
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
ま
し
て
本
書
の
よ
う
に
転
写
本
に
従
う
限
り
で
は
判
定
を
保
留
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ

本
稿
を
な
す
に
当
た
り
、
江
嶋
伊
兵
衛
氏
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
、
西
野
春
雄
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

で
あ
る
。

い
ず
れ
面
打
の
実
態
の
解
明
が
望
ま
れ
る
。

解

題

（
関
屋
俊
彦
）




